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＜技術報告＞

夏季におけるメチオニンヒドロキシアナログの採卵鶏への給与が

卵重および排泄物水分含量に及ぼす影響
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採卵産業における暑熱環境~ドの'''1題の一つとして卵壺の低|､がある。その主要因の一つは，飼料摂取

量低下に伴う粗蛋I'|質あるいはメチオニン寺のり|唾に影響を及ぼす栄養成分摂取量の減少である。この

ような状況下において，メチオニンヒドロキシアナログ(HMB)は，その吸収が拡散によって行われる

ので，エネルギーを1典する能動輸送で吸収されるDL-メチオニンと比較して，飼料メチオニン源として

有利と考えられる。本研究は，夏季における採卵鶇へのHMB給与が卵飛低下を抑制するか否かについ

て調査した。併せて，排泄物水分含量に及ぼす影響も調査した。試験期間は2004年6月2日から9月l

llの夏季の13iH|川とし，対照区飼料に,DL-メチオニンを仙lⅡし,HMB|>〈の飼料には対11((区飼料｢|1の

DL-メチオニンと等咽里のHMBを配合した。他1戊分は，両|X飼料ともに|1il様にした。試験1りl間中，高趾

多湿である我が国の夏季気候の特1&が確認された。体重，飼料摂取量産卵率，ハウユニットに対して

HMBIXが対照区より高まることはなく，ほぼ罪しい傾向であった。試験|州始時卵車は，対照区および

HMBⅨでそれぞれ,59.09,58.79であったの対して，試職!UI1川を通しての､|と均では，それぞれ60.39,

60.09であり,2凶川で有意な差はなく(p>0.05),HMBによる卵菫低1､抑{|jil効果が認められなかった。

排泄物水分含量についても，試験期間を通しての平均では，対照区およびHMB区でそれぞれ69.2%,

69.0%で有意な差はなく(p>0.05),HMBによる水分含量低卜が認められなかった。以上のことから，

夏季におけるHMBの採卵鶏への給与による卵‘､低F抑制および俳洸物水分含量抑制効肥は1ﾘl侍できな

いことが示された。

キーワード：メチオニンヒドロキシアナログ､採り'1鶏，暑熱隙境，リ'1重排泄物水分含城

にして行われるのに対して,DL-メチオニンの吸収はエ

ネルギーを愛する能動I陥送が主である。従って，脾熱環

境下でf!I1料摂取量が低|､する状況では，特にI-IMBの方

がメチオニン源として有利であることが考えられる。ブ

ロイラーでは，暑熱雌境下においてメチオニン源として

HMB給Iの方が,DL-メチオニン給Iより飼料'災求率

において高州による鰹影響が小さく，その原|人|はD－メ

チオニンの利用性がL-メチオニンの利用性より劣るこ

とであると報告されている(Knight"""1994)。採卵

産業では，暑熱環境|､での問題の一つとして卵'n低下が

あり，その王要因は卵重に影響を及ぼす栄養成分である

粗蛋|'l質あるいはメチオニン等の摂取量の減少である。

そこで水研究は,HMB給与がその吸収特性により卵重

低卜．抑制をもたらす'1I能'||皇を調査した。併せて，ブロイ

ラーへのIIMB給与が総排泄物の水分含量を減じるとい
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メチオニンヒドロキシアナログ(2-hydroxy-4-(mCth-

ylthio)bulanoicaCid,以|､.IIMBと略）は,DL-メチオ

ニンの代替品としてlll界｢|j場で流通しており，我が国に

おいてもi,1科添加物として認可され~ている。HMBは，

アミノ酸のメチオニン源としての機能以外にも，有機l'if

としての効果(Dibner,2003)が報告されている。他の特

徴として，吸収機構があげられる(Brachetand

Puigserver,1987)。すなわち,HMBの吸収は，拡散を主
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図1.試験"l間巾の介内温度推移
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3fl浩（奥村,2004)もあり，その再現‘し|ｮを採卵期にて

洲介した。

材料および方法

拭験期間は,2004年6j12日から9Hlllの夏季の

13週間とした。供試鶏は,18111齢のコマーシャル採卵

鶏ジュリアを仙用した。飼育は，ウインドウレス鶏舎|ﾉ1

連続5ケージを1匹としたlケージ6羽の榊飼とし，試

験|×:は対照|XおよびI-IMB区の21基とした総計60羽の

規椣で実施した。

k,|照区飼料には,DL-メチオニンを0.211%添力llし，

|主l内'|i販採卵成鶏用飼料に近似するように、とうもろこ

しとﾉ<豆汕かすをLI｣心とした原料仙川とし，代謝エネル

ギー(ME)2,900kcal/k9,粗蛋白質含量(CP)16%,

メチオニン0.45％に洲整するとともに，他の栄養素につ

いても市販採卵成鶏川飼料成分純|Ⅱ1の内容とした。

HMB区飼料のHMBにはAlimet(NovuslntematioI1-

alil:,St.LoLlis,USA)を使用し,Alimet'l'のHMB"

対11((区飼料111のDL-メチオニンと等重量l'ld合となるよ

うに渦整し，岐終重量洲灌を大豆illlかすで行った。

illll定項｢lは，卵重,MMII物水分含量，休亜，飼料桜11X

量，産卵率，ハウユニット，ならびに舎|ﾉ1温度および#Ⅱ1

度とした。毎週後半31~11liに産卵された卵の卵壺を測定

し,31_1間のlケージ平均値を1反狸として扱った。排

泄物水分含1I1:は，毎週ケージ下に堆積した全ての排泄物

を採取後均一化し，一昼使通風乾燥（60℃）して測定を

実施した。体'薊は，試験|IM始時および終了II!}に測定し，

lケージ当たりの平均ll''lを1反艇とした。飼料摂取量は

毎jllillll定し,i)i卵は毎II記録し週i11位の産卵率とした。

ハウユニットは，マルチテスター（全農，東）i()を使川

し，脈2週後､|43R間に!唯卵された卵について測定し

た。喋り'1期間L|I,当日柴卵した鶏卵を室温に一晩放置後，

翌日に測定することを31'll繰り返し,3日間のlケージ

平均ll'!{を1反値として扱った。舎|ﾉ､lﾊlUl度および湿度のil1ll

定は，試験期llll'II毎30分||1隔の日lWj記録(OnsetCom-

putcr#|:,Bollrne,USA)とした。

il1ll定結果の統,il処理には,SASのGLMブロシジャー

(SASインスティチュートジャパン，東京）を使用し，

|pl-1＃)間週のｲJ意差の検定を実施した。卵'11:,ハウユ

ニットおよび排illl物ｲく分含量に|腱lしては，試験!UI間を皿

しての平均値に対してもｲl意差の検定を実施した。

結果および考察

図lおよび|又'2に，試験期間中の舎内温度および湿度

の抓移をそれぞれ示した。高温多il,11である我が|'alの夏季

気||炎の特長がli#認された。舎内侃度は，試|砿|刑始後7週

である7月2111頃まで_|二界し続け，その後試験終rに

至るまで少しずつ下降した。舎|ﾉW1,,11災は，試験開始後5

週である7月7［I頃まで｜昌界し続け，その後3週間V

字型の下降と｜昇の推膨後，試験|＃1始後8週以降は舎|ﾉ1

温度と同様にﾙik少傾向でl1緋多した。

｜Xl3に試験期ll11l1の産卵率および飼料摂取!,tの推移を

示した。対照|>〈およびHMB区の産卵率および飼料摂取

量は、ほぼ|rilじ{上l'l向で椛移した。川料摂取罰は，舎内AIⅡI
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図3．試験期間中の産卵率および飼料摂取量推侈

rhechangeofeggproductionl･ateandfeedintakcduringthcexperimentalperiodFig.3

とほぼ|,1等であり，暑熱環境下のHMB給与は，産卵率

および刺料摂取堂を11'liめないことが示唆された。試験開

始体重および試験終｣亥体重ともに，対照区および'-1MB

区との間で有意な差はなく(p>0.05,表l),産卵率およ

び飼料摂取星の結果と良く一致するものと考えられた。

また，ハウユニッ｜､は，対照区およびHMB区でそれ

ぞれ86.6,86.7であり,HMB給与によって改善しない

度変化と|1il様の推移を示し，舎内温度が高いときは飼料

摂取量が減少した。この現象は採卵養鶏場で観察される

典型的なものであり，本研究においても採卵養鶏場での

暑熱環境下現象が忠実に再現された。試験期間を通して

の平均産卵率および飼料摂取呈を表Iに示した。対照区

およびHMB区の産卵率は，それぞれ94.8%,95.2%,ま

た1Bl>しlあたりの飼料摂取呈は，それぞれ1019,999

Copyright ©2006, Japan Poultry Science Association
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表1.試験!UⅡH1を通したi,il料摂取』証tおよび産卵率，ならびに試験開始l1lf
および終了時の体亜

Tablel.Overallaveragefigureoffeedintake,eggproductionl･ate

andinitialandnnalbodyweightduringtheexperimental

period

J4

対照区
Control

HMB区
HMB

飼料摂取量(g/羽/日）

FGedintake(g/hen/day)

産卵率（％）

Eggproductionrate(%)

101±2 99±1 N/A

94．8±0．695．2±0.7N/A

NS試験開始時体重(9)

InitialbOdyweight(9)

試験終了時休亜(9)

Finalbodyweight(9)

1,751±171，70426

1,836±341,795±24NS

平均{l'li±標準談差(n=5)｡Mean±SE(n=5).

N/A,統計処11l1なし｡N/A,Statisticalanalysisisnotavailabl(

NS,有意差なし(p>0.05)｡NS,Notsigni6cant(p>0.05).

jミヮ
エX△．

rable2

試'!"!UI間を通したハウユニット，卵壺および排111t物水分含域

Overallaveragengureofhaughunit,eggweighlandmois-

tureinexcretaduringtheexperimentalperiod

ｌ

区
、

勺
Ｊ
１
、
４
’
し

７
１
、
Ⅱ
ハ
、

↓
１
０

文
Ｃ

HMBIX
HMB

NSﾉ、ウユニット

I-Iaughunit

卵重(9)

Eggweight(9)
■1。』、

排汕物水分含壁（％）

Moistureinexcreta(%)

86．6±1．386．7±0．7

60．3±0.960.0士0．6NS

69．2±0.169.0±0．1KS

平均||FI±標準誤差(n=5)｡Mean±SE(n=5).

NS,有意差なし(p>0.05)｡NS,Nolsignincant(p>0.05)

ことが示された(p>0.05,表2)。

IXI4に試験期間中の卵重および飼料摂取量の椛移を示

した。飼料摂取量の変化と同様に卵重が推移しているこ

とがlxl4から読みとれる。採卵産業では，暑熱蝋境卜の

問題の一つとして卵重低下があり，その主要因は，エネ

ルギー摂取量の低下と粗蛋白質あるいはメチオニン等の

成分摂取量の減少である。この現象が，本研究でも忠実

に再現された。対照区およびHMB区の卵重惟彬は，ほ

ぼ同じ傾向で推移し，各週のHMB区の卵重と対照区の

卵覗に有意な差は認められなかった(p>0.05)｡i試験期

間を皿しての平均卵重においても，対照区およびHMB

区でそれぞれ60.39,60.09であり，有意な差は認められ

なかった(p>0.05,表2)｡HMBは，アミノ酸の飼料メ

チオニンルj!として機能し，その吸収は，拡散を王にして

ｲ丁われる。一方,DL-メチオニンの吸収はエネルギーを

盤する能動輸送で主として行われる(Brachetand

Puigscrver,1987)ので，暑熱環塊下、飼料摂取星が低~ド

する状況では,HMBの方が吸収率が高くメチオニン源

として有fl1となり，卵重低下を抑制する効果が期待され

た。しかしながら，本研究において，暑熱珠境下のHMB

給与は卵咽に影響を及ぼさないことが示され，暑熱環境

下において，採卵産業で問題となる卵重低下の解決には

至らないことが判Iﾘlした。

IXI5に拭I験期間'l'の排泄物水分含量の推移を示した。

対照'又およびHMB区の排泄物水分含量の推移は，ほぼ

|可じ傾|f'lであった。試験開始後6週から7週にかけて排

Copyright ©2006, Japan Poultry Science Association
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＊’2試験区間で有意差あり(p<0.05).

Fig.5.Thechangco｢moistLll-einexcretaduringtheexpcrimentalperiod

*,Signi6cantdifferencebetweencontrolandHMB(p<0.05).

泄物水分含量が対照区およびI-IMB区ともにV字型に

変化したのは，この時期の舎|ﾉ1湿度の低下に影響を受け

たと考えられた（図2)。各週の対照区およびHMB区の

排iIII物水分含量は，対11(!区が試験|刑始後3週5jg,6jm

および最終週である13週で有意に高く(p<005),HMB

|><が試験開始後7週および8週で有意に高い(p<0.05)
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ことが示されたものの，仙週では|,l,j区で差を認めず(p

>0.05),両区間において一貫性のある差を認めなかっ

た。試験期間通しての平均排泄物水分含量は，対照区お

よびHMB区でそれぞれ,69.2%,69.0%であり,HMB

給与による排illt物水分含量の有意な低下が認められな

かった(p>0.05,表2)。我が国における牛海綿状脳症発

生後．国内における採卵産業，あるいはブロイラー産業

における排泄物水分含量の上昇問題，いわゆる1炊便問題

は，栄養成分のみの原因とは必ずしも限らないものの，

飼料蛋白質原料として大豆汕かすを主とする杣物蛋白質

原料の使用増"Ⅱにその一因がある(1-|-1ll!:,2005)。ブロイ

ラーへのHMB給与が総排泄物の水分含量を減じるとい

3fllgr(奥村,2004)は，産業界にとってはⅢlfl4であり，

その再現性を採卵鶏にて調査したが，本研究では，採卵

鶏へのHMB給与は排illt物水分含量の減少に影響を及ぼ

さないことが示され，！炊仙問題解決方法となり雌いこと

が判明した。

以Izのことから，夏季におけるI-IMBの採卵鶏への給

与は，産卵率，飼料棋11(IItを高めることはないことが示

43巻J1号(2006)

唆され，体重およびハウユニットを高めることはなく，

さらに卵重低~卜抑制効果および排泄物水分含量抑制効果

については期待できないことが示された。
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